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部活動について ②部活動について ②

■部活動の意義と課題

部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われ

るものであり、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養

等に資するものであり、学校教育の一環として、学習指導

要領に位置付けられた活動である。

部活動に参加する生徒にとっては、スポーツ、芸術文化

等の幅広い活動機会を得られるとともに、体力や技能の向

上に資するだけではなく、教科学習とは異なる集団での活動

を通じた人間形成の機会でもある。部活動は多様な生徒が

活躍できる場であり、豊かな学校生活を実現する役割を有する。

一方で、部活動の設置・運営は、法令上の義務として求められるものではなく、必ずしも教師が担う必要のない業務と位

置付けられている。

教師の勤務を要しない日(休日)の活動を含めて、教師の献身的な勤務によって支えられており、長時間勤務の要因であ

ることや、特に指導経験がない教師には多大な負担となっているとの声もある。

2020年9月にスポーツ庁が発表した『学校の働き方改革を踏まえた部活動改革』から紹介しました。
この考えをもとに、部活動改悪が進められていきます。
引き続いて、抜粋して紹介します。

■具体的な方策

休日の部活動の段階的な地域移行

(学校部活動から地域部活動への転換)

休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については、学校の職務として教師が担うのではなく地域の活動として

地域人材が担うこととし、地域部活動を推進するための実践研究を実施する。その成果を基に、令和5年度以降、休日の

部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師が休日の部活動に従事しないこととする。

令和5年度以降

という表現になっていま
すね。
つまり、来年度から段

階的に地域移行を図って
いきます。
そしてその目標時期を
2025年

としています。
これは、本校の中等部

に初めて入学してくれた
生徒が、中3になる年な
んです。
まさに、中学校の部活

動が大きく変わってい
く、そんな3年間が始ま
ろうとしているのです。
いいえ、とっくに始ま

っているのです。
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